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まちなか地域の地域完結型医療の核となる
富山まちなか病院（鹿島町二丁目）



常 任 委 員 会
【予算決算委員会】◎柞山　数男　●堀江　かず代　（※議長を除く全議員で構成。１４ページ参照）

　このたびの３月定例会におきまして、議長に就任いたしました。
　今回の政務活動費に関する一連の事案につきましては、市民の皆様をはじめとする
関係各位に多大なるご迷惑をおかけしており、心よりお詫び申し上げます。
　議員一人一人が襟を正すとともに、市民の皆様からの信頼回復に向け、真摯に市民
の皆様の声に耳を傾け、誠心誠意努力してまいることを誓いまして、就任のごあいさつ
といたします。

就任のあいさつ

議会役員　および　議会選出役員　改選 ◎は委員長　○は副委員長
(議会改革検討調査会および政務活動費のあり方検討会は座長、副座長)

総務文教委員会
予算決算委員会
総務文教分科会

予算決算委員会
厚生分科会

予算決算委員会
経済環境分科会

予算決算委員会
建設分科会

厚生委員会 経済環境委員会 建設委員会

議会運営委員会 議会報編集委員会 議会改革検討調査会 政務活動費のあり方検討会

金厚　有豊
佐藤　則寿
押田　大祐
江西　照康
髙田　真里
髙道　秋彦
東　　　篤
成田　光雄
高田　重信
柞山　数男

◎
○

髙道　秋彦
松井　桂将
久保　大憲
上野　　蛍
舎川　智也
成田　光雄
横野　　昭
村石　　篤
赤星ゆかり
有澤　　守

◎
○

髙田　真里
泉　　英之
松井　邦人
金井　毅俊
大島　　満
松尾　　茂
橋本　雅雄
鋪田　博紀
高田　重信
髙見　隆夫

◎
○

江西　照康
金谷　幸則
石森　正二
木下　章広
島　　隆之
東　　　篤
佐藤　則寿
金厚　有豊
柞山　数男

◎
○

押田　大祐
尾上　一彦
岡部　　享
竹田　　勝
小西　直樹
堀江かず代
村上　和久
村家　　博
五本　幸正

◎
○

成田　光雄
尾上　一彦
久保　大憲
松井　邦人
金谷　幸則
泉　　英之
岡部　　享
押田　大祐
小西　直樹
松井　桂将

◎
○

江西　照康
松井　邦人
久保　大憲
泉　　英之
上野　　蛍
木下　章広
押田　大祐
髙田　真里
髙道　秋彦
大島　　満
松尾　　茂
尾上　一彦
村石　　篤
赤星ゆかり

◎
○

佐藤　則寿
久保　大憲
松井　邦人
金谷　幸則
押田　大祐
江西　照康
髙田　真里
髙道　秋彦
島　　隆之
東　　　篤
金井　毅俊
大島　　満
橋本　雅雄
赤星ゆかり

◎
○

富山市監査委員

富山県後期高齢者医療
広域連合議会議員（継続）

富山市社会福祉審議会
委員

富山地区広域圏
事務組合議会議員

富山市土地開発公社
理事

富山市都市計画審議会
委員

岡部　　享
松尾　　茂
村家　　博

髙道　秋彦
高田　重信
髙見　隆夫

押田　大祐
橋本　雅雄
村上　和久

成田　光雄
佐藤　則寿
村家　　博

舎川　智也
東　　　篤
小西　直樹
金厚　有豊
髙見　隆夫

髙道　秋彦
金井　毅俊
松井　桂将
有澤　　守
五本　幸正

有澤　　守
五本　幸正

髙見　隆夫

石森　正二 竹田　　勝 村家　　博

議　長
舎川　智也

議長　舎川　智也　　　副議長　鋪田　博紀

【　　　】 【　　　】 【　　　】 【　　　】
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平成３１年３月定例会の概要
総額３，４２７億余円の平成３１（令和元）年度予算決まる。
平成３１年３月富山市議会定例会は、３月１日から２５日まで２５日間の会期で開かれました。
平成３１（令和元）年度富山市一般会計予算などの予算案件、平成３０年度補正予算案件、条例案件、
契約案件、意見書等について審議し、合わせて１０１議案が原案のとおり決まりました。

定 例 会 の 日 程

可 決 し た 主 な 議 案
〇平成３１（令和元）年度
■予算案件　　　　　　　　　　　　　　　

重点施策別 主要事業の主なもの

■条例案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇富山市カラス被害防止条例制定の件
〇富山市行政財産使用料条例等の一部を改正する条例制定の件
〇富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件
〇富山市・医師会急患センター条例の一部を改正する条例制定の件
〇富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件
〇富山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

■その他の議決案件　　　　　　　　　　　
〇財産の無償譲渡の件、財産の無償貸付の件

〇平成３０年度の補正予算等
■予算案件　　　　　　　　　　　　　　　

・プレミアム付商品券発行事業
・水橋漁港海岸離岸堤ブロック製作設置工事
・橋りょう維持補修事業費
・小中学校空調整備事業費
・校舎改築事業費（月岡・上条・速星小学校、岩瀬中学校）

■条例案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇富山市栗原路子記念熱帯鳥類保全事業基金条例制定の件

■契約案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇工事請負契約締結の件　　・第２期呉羽南部企業団地整地工事
〇特定事業契約締結の件　　・富山市斎場再整備事業

■その他の議決案件　　　　　　　　　　　
〇土地取得の件　　　　　　・城山公園用地

３月　１日 本会議　（議長選挙、提案理由説明ほか）
３月　５日 本会議　（代表質問）　　　３会派
３月　７日 本会議　（一般質問）　　　６人
３月　８日 本会議　（一般質問）　　　６人
３月１２日 本会議　（一般質問）　　　７人
３月１３日 本会議　（一般質問）　　　３人

３月１４日 常任委員会（補正分）
本会議　（補正分の委員長報告・討論・採決ほか）

３月１５日 商工農林水産委員会 ・ 建設委員会
３月１８日 総務文教委員会 ・ 厚生委員会
３月１９日 商工農林水産委員会 ・ 建設委員会
３月２０日 総務文教委員会 ・ 厚生委員会
３月２５日 本会議　（委員長報告・討論・採決ほか） 令和元年度 平成３０年度 対前年度（％）

一般会計 １６４,２３８,７５０ １５６,８０３,８２４ １０４．７
特別会計（１６会計） １３１,０８９,６８７ １３２,８２７,０９０ ９８．７
企業会計（４会計） ４７,４７０,０９６ ４５,７４６,９６７ １０３．８

合計 ３４２,７９８,５３３ ３３５,３７７,８８１ １０２．２

平成３１（令和元）年度の予算規模（当初）	 （千円）

出産・子育て・教育環境の充実と女性活躍の推進 地域包括ケア体制の推進と元気な高齢者活躍の推進 ＳＤＧｓ未来都市・環境未来都市の実現に向けた取組の推進

・放課後児童健全育成事業 特別拡充事業 ・ＩＣＴ活用 認知症高齢者 捜索支援事業 ・公園整備事業（呉羽山公園・城山公園、城址公園等）

・子ども家庭総合支援拠点運営事業 ・認知症高齢者等おでかけあんしん損害保険事業 ・サンライト事業（道路照明ＬＥＤ化）

・産前産後ママサポートダイヤル事業 ・高年齢者人材バンク運営事業 ・海洋ごみ対策推進事業

公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりの推進 企業立地の促進と産業の振興による地域経済の活性化の推進 インフラの耐震化・長寿命化や公共施設マネジメントによる
持続可能なまちづくりの推進

・公共交通活性化推進事業（あいの風とやま鉄道等） ・とやまのお魚ＰＲ推進事業 ・林道施設長寿命化事業

・生活交通対策事業（地域自主運行バス、コミュニティバス等） ・富山市プレミアム付商品券発行事業 ・海岸保全施設整備事業（水橋漁港海岸）

・富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり事業 ・企業立地奨励事業 ・橋りょう維持補修事業（八田橋等）

補正前 補正額 補正後
一般会計 １６０,６９５,５３９ ５,９６１,１７９ １６６,６５６,７１８
特別会計 １３７,５４４,６００ ▲１,０５６,９９２ １３６,４８７,６０８
企業会計 ４５,７９８,９２４ ０ ４５,７９８,９２４

合計 ３４４,０３９,０６３ ４,９０４,１８７ ３４８,９４３,２５０

平成３０年度予算の３月補正の規模	 （千円）

提案理由説明の様子

移転し再開した中央児童館（ＣｉＣビル５階）

橋脚が補修される開発陸橋
（月岡町六丁目外地内）
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日米地位協定の抜本改定を求める意見書採択を求める請願 不採択
政務活動費の完全後払いを求める請願 不採択
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情 不採択
富山市議会基本条例制定に関する陳情 不採択

児童虐待防止対策の推進を求める意見書
キャッシュレス社会の実現を求める意見書
妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書
食品ロス削減に向けての取り組み促進を求める意見書

請願・陳情 審議された結果は、次のとおりです。

意 見 書 次の意見書を可決し、国会および関係行政庁などへ提出しました。 意見書とは、市の公益に関することについて議会の
意思を意見としてまとめた文書のことです。

議案・意見書・請願等の会派別賛否一覧 賛否が分かれた議案等については、次のとおりです。
表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　※会派人数は、議長と欠席議員を除いたもの。

市政への要望・意見等がある場合に、市議会に提出する文書のうち、
議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情といいます。

件　　名 議決結果 自由民主党
（２０人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会

（３人）
日本共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

日本
維新の会
（１人）

フォーラム
３８

（１人）
創政改拓
（１人）

議案
第１号 平成３１年度富山市一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第３号 平成３１年度富山市駐車場事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１２号 平成３１年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１４号 平成３１年度富山市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１５号 平成３１年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１６号 平成３１年度富山市軌道整備事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１７号 平成３１年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１８号 平成３１年度富山市水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第１９号 平成３１年度富山市工業用水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第２０号 平成３１年度富山市公共下水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第２１号 平成３１年度富山市病院事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第２７号 富山市行政財産使用料条例等の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第２８号 富山市駐車場条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第３１号 富山市八尾おわら資料館条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第３２号 富山市科学博物館条例等の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第３９号

富山市大沢野健康福祉センター条例の
一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案
第４０号

富山市八尾健康福祉総合センター条例の
一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案
第４４号

富山市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案
第４６号

富山市病院事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案
第４７号

富山市四方チャレンジ・ミニ企業団地条例の
一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案
第５２号 富山市都市公園条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第６２号 平成３０年度富山市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第７４号 富山市斎場条例の一部を改正する条例制定の件 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議案
第９０号 富山市公平委員会の委員の選任に関し同意を求める件 同意 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議員提出議案
第６号 キャッシュレス社会の実現を求める意見書 原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

議員提出議案
第９号 統計不正問題の真相究明と信頼回復を求める意見書 否決 × × ○ ○ ○ ○ × × ○

平成３１年分
請願第１号 日米地位協定の抜本改定を求める意見書採択を求める請願 不採択 × × ○ ○ ○ ○ × × ○
平成３１年分
請願第２号 政務活動費の完全後払いを求める請願 不採択 × × ○ ○ × ○ ○ × ○
平成３１年分
陳情第３号 富山市議会基本条例制定に関する陳情 不採択 × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

全ての議案に対する議員個人ごとの賛否の一覧表を富山市議会のホームページに掲載しています。
また、本会議で、賛成討論・反対討論があったものについて、一覧表の中に討論の要旨も掲載しています。 ▼
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月日 委員会等 協議事項等

１月１６日 政務活動費のあり方検討会 ◦第三者機関

１７日 議会改革検討調査会 ◦一般質問時間の年間持ち時間および議案質疑の分離　◦政策検討会議　◦議会基本条例

２９日 まちづくりと公共交通対策
特別委員会 ◦まちづくりと公共交通対策特別委員会の見直し

２月　１日

総務文教委員会 ◦委員会視察

各派代表者会議 ◦政務活動費のあり方検討会の協議結果　◦議会改革検討調査会の協議結果
◦部門別常任委員会の所管等の見直し　◦審査対象議案の見直し

議会運営委員会 ◦３月定例会の運営　◦議会改革検討調査会の協議結果

５日 議会運営委員会 ◦２月臨時会の運営　◦議長選挙における立候補者の所信表明

１８日

各派代表者会議 ◦審査対象議案の見直し　◦仮議長の選任　◦富山市議会会議規則等の一部改正
◦平成３１年度議会費当初予算（案）

議会運営委員会 ◦富山市議会会議規則等の一部改正

建設委員会 ◦委員長の互選

政務活動費のあり方検討会 ◦座長の互選

２１日
議会改革検討調査会 ◦議会改革検討調査会の今後のあり方
まちづくりと公共交通対策
特別委員会 ◦まちづくりと公共交通対策特別委員会の調査報告書

２２日 議案説明会 ◦３月定例会提出予定案件の概要

２８日 議会運営委員会 ◦３月定例会の運営

３月　１日 各派代表者会議 ◦審査対象議案の見直し（市長専決事項の拡大）　◦まちづくりと公共交通対策特別委員会
◦議会改革検討調査会の協議結果　◦人事案件

４日
議会運営委員会 ◦３月定例会の運営　◦審査対象議案の見直しに伴う条例改正案

議会報編集委員会 ◦とやま市議会だより（№６０）のレイアウト（案）
◦議会アンケートのプレゼント当選者の抽選

１３日
議会運営委員会 ◦会派から提出された意見書（案）･決議（案）◦陳情の審査における参考人招致

各派代表者会議 ◦役員改選

１８日 議会運営委員会 ◦陳情の審査　◦意見書･決議

２５日

議会運営委員会 ◦本会議の進め方
予算決算委員会

◦正・副委員長（座長）の互選

総務文教委員会
厚生委員会
商工農林水産委員会
建設委員会
議会運営委員会
議会改革検討調査会
議会報編集委員会
政務活動費のあり方検討会

４月１０日 議会報編集委員会 ◦とやま市議会だより（№６０）の発行　◦次号の発行日

委 員 会・諸 会 議 定例会中の本会議や常任委員会のほかにも、委員会等を開催し、
市政についての課題や、議会改革などについて協議しています。

まちづくりと公共交通対策特別委員会の調査結果
　まちづくりと公共交通対策特別委員会については平成３０年度にてその調査を終了し、３月定例会にて、調査結果
が報告されました。以下、この調査結果報告から「特別委員会からの提言」の一部を抜粋して掲載します。

　「本市が推進する『公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり』については、持続可能なまちづく
りの先進モデルとして、国内外から高い評価を受けており、今後の人口減少時代にマッチしたものと考える。地域の
拠点に含まれていない郊外や中山間地等に住む市民にも配慮しながら、引き続き本市のまちづくりの基本政策として、
鋭意取り組まれたい。」
　※調査結果報告書については、富山市議会ホームページにて全文をご覧になれます。
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議会運営委員会
常任委員会

議会運営委員会と４つの常任委員会において、付託された議案などを審査し、１４日および２５日の
本会議では、各委員会の審査の経過と結果が報告されました。その内容の一部を掲載します。
また、下の写真等は、各常任委員会の所管部局の事業からのものです。

　平成３０年度富山市一般会計補正予算、３１年度富山市一
般会計予算、富山市行政財産使用料条例等の一部を改正する
条例制定の件など１７件については、いずれも原案のとおり
「可決」した。

平成３１年度富山市一般会計予算（企画管理部所管分）　　
反対討論　第３期行政改革実施計画、定員適正化計画に基づ
いて、正規職員を削減し、非正規職員や民間委託に置き換え
ていくことは、低賃金で不安定な雇用を増やすことになる。
職員数の削減は、長時間労働や過密労働にもつながることが
否定できず、また、大災害のときには公務員の存在が本当に
大切だと感じることから、職員総数の削減や民間委託、民営
化を拡大する方針と予算には反対である。
結果　原案のとおり可決した。

政務活動費の完全後払いを求める請願　　　　　　　　　　
賛成討論　この請願は、現在の政務活動費の運用指針に反対
しているものではない。政務活動費の完全後払い制を導入す
ることで、より一層厳しい制度になるのであれば、市民にも
納得してもらえるのではないか。
反対討論　政務活動費は、第三者機関の事前審査と事後審査
を経て、会派から議員へ支給されている。これは実質的な後
払いと言えることから、この請願は不採択としたい。
結果　不採択すべきものと決した。

【所管部局からの報告事項】
○企画管理部

平成３１年４月行政組織の一部改正
多様な働き方推進事業における生活実態調査等の結果
地域別実行計画およびリーディングプロジェクトの基本構想の策定
富山市高度情報化ビジョン
富山市ＩＣＴ部門の業務継続計画（富山市ＩＣＴ－ＢＣＰ）
中規模ホール基本計画（案）

○財務部
財務書類（平成２９年度決算）
富山市市税条例の一部改正（案）
富山市高度利用地区における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正（案）
富山市過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正（案）

○教育委員会
富山市教育大綱および第２期富山市教育振興基本計画
天体観察室設置・プラネタリウム更新基本計画

　富山市議会基本条例制定に関する陳情については、審査に
先立ち、陳情人を参考人として招致し、趣旨説明および委員
からの意見聴取が行われた。
　採決の結果、賛成少数により、不採択すべきものと決した。

　平成３０年度富山市一般会計補正予算、３１年度富山市一
般会計予算、富山市カラス被害防止条例制定の件など３１件
については、いずれも原案のとおり「可決」した。

住民主体型通所サービスモデル事業　　　　　　　　　　　
委員　本事業の施行期間は１年半を予定しているとのことだ
が、例えば半年が過ぎた時点で見直すということはあり得る
のか。
市　見直しはあり得る。本市は、利用者にとって必要なサー
ビスが提供できているかどうかという観点で考えている。本
市は、広い市域の中で中山間地域等も有しており、どのよう
なサービス展開がふさわしいのか、このモデル事業の中で検
証していきたいと思う。

【所管部局からの報告事項】
〇福祉保健部

富山市地域福祉計画の策定
富山市自殺対策総合戦略の策定
障害児通所支援事業に関する事務の権限委譲
呉羽山老人福祉センター

〇こども家庭部　
中央児童館の再開
水橋児童館の移転および子育て支援センターの設置

〇環境部
富山市環境モデル都市第３次行動計画の策定
第３期富山市地球温暖化防止実行計画（事務事業編）の改定

〇市民病院
平成３１年４月病院事業局組織（案）
看護師の夜間看護業務手当の見直し

再整備される富山市斎場の完成イメージ図

移動販売車（中山間地移動販売支援試行事業）

議会運営委員会

総務文教委員会

厚生委員会
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　平成３０年度富山市一般会計補正予算、３１年度富山市一
般会計予算、富山市四方チャレンジ・ミニ企業団地条例の一
部を改正する条例制定の件など２６件については、いずれも
原案のとおり「可決」した。

とやまのお魚ＰＲ推進事業　　　　　　　　　　　　　　　
委員　本事業の目的は、岐阜市で行われる「ぎふ信長まつり」
で「とやまの魚」をＰＲし、販路の拡大を期待するものであ
るとのことだが、事業の見通しについては、どのように考え
ているのか。また、事業効果については、どのように確認す
るのか。さらに、岐阜市以外の都市へのＰＲは検討されなか
ったのか。
市　岐阜市は富山市と比べると鮮魚の消費量がかなり少ない
ところだが、寿司への消費金額が全国でも上位というデータ
があるなど、おいしい魚に対する興味がないわけではないと
思っている。
　「ぎふ信長まつり」において、岐阜市民に広く「とやまの
魚」をＰＲするとともに、料理屋や旅館、寿司屋などを顧客
に持つ、岐阜市の魚の小売店に対して、「とやまの魚」のよ
さをアピールし、販売していきたいと思っている。
　事業効果については、魚の小売店における、「とやまの魚」
の評判等を確認していきたいと考えている。
　また、岐阜県の北部までは日本海側の魚が流通しているが、
県南部では太平洋側の魚が主になっていることから、今回は、
都市間交流協定を結んでいる岐阜市で、富山湾の魚を販売し、
ＰＲしたいと考えている。

【所管部局からの報告事項】
○商工労働部

第２期富山市工業振興ビジョン
くすり関連施設基本構想・基本計画
大山観光開発株式会社経営健全化方針

○農林水産部
市場再整備基本計画

　平成３０年度富山市一般会計補正予算、３１年度富山市一
般会計予算、３１年度富山市軌道整備事業特別会計予算など
１９件については、いずれも原案のとおり「可決」した。

都市基盤整備基金費積立金　　　　　　　　　　　　　　　
反対討論　都市基盤整備基金は、条例により使用の目的が限
られた基金である。基金を充当する事業の全てに反対するも
のではないが、災害の備えや公共施設などの整備、生活道路
や上下水道設備の改修・整備のために積み立てるべきである。
結果　原案のとおり可決した。

まちなか再生推進事業費、まちなか居住推進事業費および、
公共交通沿線居住推進事業費　　　　　　　　　　　　　　
反対討論　まちなか再生推進事業費には、これまで莫

ばくだい
大な補

助金が出されており、今後も多額の補助金が予想される。
また、まちなか居住推進事業費には、合併後１４年間で
６億３，４００万余円、公共交通沿線居住推進事業費には、
平成１９年からの１２年間で１１億８，０００万余円が、そ
れぞれ使われてきている。
　これらの事業費は、住宅の建設や購入の誘導のために使わ
れてきたが、誘導策全体を見直す時期であり、資金力のある
大手企業には助成の必要はない。また、郊外、中山間地での
過疎化と空き家を増長させることになる。
結果　原案のとおり可決した。

花と緑の推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　
反対討論　ハンギングバスケットを２９２カ所に設置してい
るとのことだが、その設置箇所は中心市街地のみであり、費
用も６，３００万円余りと高額である。市民参加で地上の花
壇を活用することなどを検討してほしい。
賛成討論　この事業は街に彩りを、そして市民に潤いをもた
らしている。費用はかかるが、見ていて美しい街をつくって
おり、お金にかえられない価値観を生み出している。
結果　原案のとおり可決した。

【所管部局からの報告事項】
○活力都市創造部

富山市歩くライフスタイル戦略
大規模盛土造成地の調査結果

海岸保全施設の改良工事が行われる水橋漁港海岸

地域自主運行バスとして
試行運行を開始した
婦中コミュニティバスと
音川地区予約型乗合タクシー

商工農林水産委員会 建設委員会
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代表質問
【所属議員３人以上の会派が行います】

３つの会派が代表質問を行いました。その中から一部の質問・答弁の要旨をお知らせします。
議員名の横のコードの読み込みで、インターネットで代表質問の様子を閲覧できます。
※閲覧には、通信料が発生します。

本市の当初予算（基本方針および重点施策）

問 平成３１年度予算編成の基本方針および財源を重
点的に配分した施策は。

答 予算編成にあたり、全ての事務事業を評価し直し、
歳出の抑制に加え、可能な限りの一般財源確保、

財政支援がある有利な市債の活用等を基本として、限ら
れた財源の重点的、効率的な配分に努めた。重点施策と
して、①「出産・子育て・教育環境の充実と女性活躍の
推進」②「地域包括ケア体制の推進と元気な高齢者活躍
の推進」③「ＳＤＧｓ未来都市・環境未来都市の実現に
向けた取組の推進」④「公共交通を軸とした拠点集中型
のコンパクトなまちづくりの推進」⑤「企業立地の促進
と産業の振興による地域経済の活性化の推進」⑥「イン
フラの耐震化・長寿命化や公共施設マネジメントによる
持続可能なまちづくりの推進」―に予算を重点的に配分
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長）

本市の当初予算（各種基金の状況）

問  各種基金の活用状況と今後の基金残高の見込みは。

答 こども医療費助成事業の給付費や路面電車南北接
続事業の完了等に伴う事業費の増により、一般財

源が必要となったことから、財政調整基金から１４億円
を活用することとしており、その上での同基金の残高は、
市町村合併後最大の６８億８千万円余りを見込んでいる。
その他、減債基金は市債償還の財源として６億５千万円
を繰り入れ、２７億６千万円余りの残高となり、都市基
盤整備基金については、１４億７千万円余りの残高とな
る見込みである。今後とも、基金残高の維持、増加に努
めていきたい。　　　　　　　　　　　　(財務部長）

小中学校の適正規模・適正配置

問 本市の小中学校の適正規模・適正配置について、
どのように考えているのか。

答 児童生徒数の減少が続き、小規模校が増えていく
中で、教育環境改善の観点からも、学校再編は、

将来的に避けて通れないと考えている。今後は、その現
状と教育上の課題について、市民へ情報を提供し、各地
域で、地元の小中学校の将来の在り方について議論を深
めてもらい、子どもたちにとって、よりよい教育環境と
なるよう努めてまいりたい。　(教育委員会事務局長）

富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり

問 来年３月の路面電車南北接続以降、残る事業の完
成に向けたスケジュールは。

答 東西自由通路は、あいの風とやま鉄道高架下に新
しく整備される商業施設の工事と調整を図りなが

ら、平成３２年度早期の完成を予定している。都市計画
道路富山駅南北線や西口交通広場は、あいの風とやま鉄
道の仮線撤去後、未整備箇所の工事に着手し、平成３３
年秋頃の完成を見込んでいる。
北口駅前広場は、仮広場の整
備後に地下広場の耐震補強工
事から順次整備を行い、広場
全体の完成は平成３３年度末
頃を予定している。

（活力都市創造部長）

幼児教育・保育の無償化

問 国の幼児教育・保育の無償化施策にどのように対
応するのか。

答 国においては、現在、関係法案が審議されている
が、法案が可決されないと固まらない部分も多く、

情報収集に努めているところである。このため、新年度
当初予算への計上を見送ったが、今後、十分な根拠に基
づいて必要経費を積算し、６月議会または、９月議会に、
補正予算や条例改正を提案したいと考えており、円滑に
実施できるよう体制を整えて対応していきたい。（市長）

大山観光開発株式会社の経営健全化方針

問 今年度策定した経営健全化方針の内容および今後
の立山山麓地域の方向性について、市長の見解は。

答 債務超過となっている同社の経営状況は、本市の
財政的リスクとなっている。こうした中、経営健

全化方針に基づく営業の見直しなどにより、収支の改善
が見込まれることから、立山山麓スキー場の運営は、引
き続き同社に任せ、新年度以降も短期貸付を継続する。
しかし、着実な経営改善のため、新年度からの３年間で
同社への貸付額を５千万円減少させる目標を達成できな
い場合、平成３４年度の貸付は実行しない判断を行う。
同地域は山岳観光の玄関口としてポテンシャルが高く、
重要なエリアであることから、引き続き、必要な投資は
行うが、地域のさらなる活性化のためには、同社に加え、
宿泊事業者や地域住民が一体となって魅力ある地域づく
りに取り組むことが大変重要であると考えている。（市長）

自由民主党
有澤　　守

【質問項目】
▼本市の当初予算　▼中枢中核都市　▼富山市まち・ひと・しごと総合戦略の推進
▼女性職員の管理職登用の推進　▼教員の働き方改革　
▼小中学校の適正規模・適正配置　▼富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり　
▼持続可能な社会インフラの実現　▼建設業の働き方改革　▼上下水道事業　
▼水道法の改正　▼幼児教育・保育の無償化　▼児童健全育成事業　▼切れ目ない子育て支援　▼ＳＤＧｓ　▼国際連携事業　▼住民票等のコンビニ交付サービス　
▼公共空間への防犯カメラ設置　▼地域共生社会の実現　▼がん対策　▼プレミアム付商品券発行事業　▼第２期呉羽南部企業団地への企業誘致に向けた取り組み　
▼大山観光開発株式会社の経営健全化方針　▼外国人観光客の誘致に関する本市のこれまでの取り組みと今後の方針　▼ＴＰＰ１１と日欧ＥＰＡの発効　▼本市の主食用米

富山駅北口駅前広場 完成イメージ図
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魅力ある富山市ＳＤＧｓ未来都市の推進

問 マイクロプラスチック等の新たな海洋ごみ問題に
ついて、取り組むべきでは。

答 海洋プラスチックごみは、喫緊の対策が求められ
ている。その主たる発生原因は、社会経済活動が

大きいとされており、日常生活や企業活動でのプラス
チック類の３Ｒの推進や、廃プラスチック類の適正処理
の徹底等、陸域から河川や海への流出抑制対策の取り組
みが重要と考えている。
　このことから、本市では新年度、対策の検討にあたり、
ごみの現状把握と併せて、用水や小規模河川の水面に網
を引き、流れてくるペットボトル等を止め、回収する、
いわゆる「網

あ ば
場」を設置するために、まずは適地の選定

や対策工法の調査等を考えている。　　　　　（市長）

一人ひとりが健康で輝く共生社会

問 生きづらさを抱えている若者が集いやすい居場所
の提供への支援に取り組むべきでは。

答 本市では、これまで、主に精神障害の方を対象と
した「ひだまりサロン」を実施し、居場所づくり

幼児教育・保育の無償化（給食費）

問 保育の無償化に伴い、低所得者層の保育所の給食
費が負担増になる可能性がある。負担増を防ぐ必

要があると考えるが見解は。

答 国から示されている方針によると、生活保護世帯
やひとり親世帯、年収３６０万円未満相当の世帯

等を副食費免除の対象としており、保育料の無償化に
よって保護者の負担が増えることはない。市が独自に軽
減を図って保育料を無償としている第３子については、
所得階層によっては副食費分の負担が増えることとなる
ため、今後、支援の方法を検討する。　(こども家庭部長）

幼児教育・保育の無償化（認可保育所への移行）

問 より安全で質の高い保育を確保するために、認可
外保育所については、認可保育所に移行できるよ

うに支援する必要があると考えるが見解は。

答 幼児教育・保育の無償化の実施にあたっては、単
に利用者負担を軽減するだけではなく、これを契

機として認可外保育施設等の質の向上につなげていくこ
とも重要であると考えている。認可外保育施設等の質の
確保・向上を図るため、児童福祉法に基づく指導監督の
徹底を図るとともに、認可への移行を希望する施設に対
し、国の認可化移行支援強化事業などを活用しながら支
援に努めていきたい。　　　　　　（こども家庭部長）

の推進に努めてきた。また、民間団体等も居場所づくり
を行い、地域で孤立している若者等を支援している。新
年度は、こうした居場所づくりの推進を強化するため、
ひきこもり等、さまざまな背景から人や地域とのつなが
りが困難となった方々が安心して過ごすことができる居
場所を提供している団体を支援する「わがまちサロン事
業」に取り組みたいと考えている。　 (福祉保健部長）

しなやかな行政体づくり

問 期日前投票所での混雑緩和等につながる、宣誓書
付き投票所入場券を導入すべきでは。

答 期日前投票所で混雑する時間帯等があることにつ
いては、選挙管理委員会としても認識している。

宣誓書付きの投票所入場券は、スムーズな受け付けがで
き、混雑の緩和が期待できることから、他都市の状況を
調査し、システム改修等について、関係機関と協議を進
めてきた。その結果、実施のめどが立ち、本年４月７日
執行の富山県議会議員選挙からの導入とした。

（選挙管理委員会事務局長）

【質問項目】
▼魅力ある富山市ＳＤＧｓ未来都市の推進　▼生命と暮らしを守る防災・減災対策
▼一人ひとりが健康で輝く共生社会　▼生活者優先の観点での経済再生　
▼多様な個性が生かされる教育　▼しなやかな行政体づくり

【質問項目】
▼財政および予算　▼幼児教育・保育の無償化
▼富山市統計書　▼外国人材の受け入れ等　
▼ケースワーカーの配置　▼定数外職員の休暇　
▼働き方改革関連法

社会民主党議員会
村石　　篤

公明党
堀江　かず代

宣誓書付き
投票所入場券
（見本）
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一般質問 ２２人の議員が一般質問を行いました。その中から一部の質問・答弁の要旨をお知らせします。
議員名の横のコードの読み込みで、インターネットで一般質問の様子を閲覧できます。
※閲覧には、通信料が発生します。

消費税率引き上げに伴う対応
松尾　茂（公明党）

問 今回のプレミアム付商品券発行事業
にどう取り組むのか。

答 今回の事業は、非課税者や子育て世
帯を対象として、消費税の引き上げ

が消費に与える影響の緩和等を目的として実施するた
め、該当者の特定に多くの個人情報を扱うことになる。
　このため、本市が直接実施することを想定しており、
商工労働部を主体として関係各課の連携のもと、必要に
応じ商工会議所や商工会等の経済団体、金融機関にも協
力をお願いしながら遺漏のないよう実施していきたいと
考えている。　　　　　　　　　　　（商工労働部長）

【質問項目】
▼消費税率引き上げに伴う対応　
▼インフラ老朽化および安全対策　▼学校教育現場の課題

本市の歳入歳出
松井　邦人（自由民主党）

問 ３０年度の市税収入が、合併後最高
となる見込みだが、その要因は。

答 市税収入については当初予算比１.６
％増の７３９億円余りを見込んでい

る。要因としては、①コンパクトなまちづくりの推進に
よる富山駅周辺地区等の大規模な新築家屋の増加や市街
地再開発等による地価の上昇に伴う固定資産税の増収、
②都市の総合力を高める施策として雇用や福祉、教育等、
さまざまな分野の取り組みにより市の魅力が向上し、本
市に企業やその従業員が集まったことによる法人・個人
市民税の増収―などの成果と考えている。（財務部長）

【質問項目】
▼本市の歳入歳出　▼本市の基金　▼企業版ふるさと納税

地域拠点整備事業
髙道　秋彦（自由民主党）

問 東富山駅、呉羽駅周辺整備の全体事
業費の見込みは。また、周辺の民間

投資に対し、どのような効果を期待するか。

答 新たな改札口の設置、駅前広場や周
辺道路の整備の全体事業費として、東富山駅東側

は約７億円、呉羽駅北側は約１８億円を見込んでいる。
また、宅地開発等で駅周辺に人口が集積されることか
ら、公共交通の利便性の維持・向上が期待される。さら
に、スーパーマーケット等の生活利便施設も立地が計画
されており、新たな住民だけではなく周辺の住民にとっ
ても、日常生活の利便性が向上すると考えている。

（活力都市創造部長）
【質問項目】
▼気候変動対策　▼「富山市耐震改修促進計画」　▼地域拠点整備事業

呉羽丘陵の整備
五本　幸正（自由民主党）

問 呉羽丘陵フットパスのルートが県道
により分断されている。呉羽山と城

山をつなぐ連絡橋を整備する考えは。

答 連絡橋ができれば、全長約１５ｋｍ
の一大ルートが構築され、回遊性や各施設へのア

クセスの向上により、市民のレクリエーションや健康増
進に大きく寄与すると考えている。また、連絡橋自体が
立山を望むビュースポットとなることや、ランドマーク
として新たな名所になり、呉羽丘陵の活性化、さらには
本市の観光振興にも大いに資することが期待されること
から、整備に向けて検討を進めていきたい。　（市長）

【質問項目】
▼中規模ホール整備　▼公共施設マネジメント
▼水産業の振興　▼呉羽丘陵の整備　▼市営住宅

介護保険
高田　重信（自由民主党）

問 今後、在宅介護サービスの充実が重
要と考えるが、見解は。

答 施設から在宅への一層の転換を進め
るため、地域密着型サービスを中心

とした在宅サービスの充実を図ることとしている。中で
も、退院後の在宅療養への移行を円滑にするといった観
点等から、２４時間体制で訪問し、介護と医療的ケアの
両方が提供できる事業所や、施設への通いを中心に、訪
問や短期入所、医療的ケアも提供できる事業所の整備を
位置付けるなど、今後増えることが予想される在宅にお
いて医療と介護の両方のケアが必要な高齢者への対応に
備えていきたい。　　　　　　　　　（福祉保健部長）
【質問項目】
▼介護保険　▼ねんりんピック富山２０１８　▼成人年齢引き下げ
▼中小企業の支援　▼市民学習センターにおける生涯学習の充実
▼市立公民館の活用

呉羽丘陵フットパス 連絡橋 整備検討箇所
（県道富山・高岡線）
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政務活動費の不正使用問題
小西　直樹（日本共産党）

問 今回の事態を市長はどう受け止めて
いるのか。

答 この問題が、ここにきて、また顕在
化しているということは、大変由々

しき事態だと思っている。
　今後、そういうイメージを払拭していくことが、我々
の使命であり、富山市の魅力やパワー、将来性などを改
めて発信し、やるべきことをしっかりするということに
尽きると思っており、議会の皆様にもぜひ同じ事をお願
いしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　（市長）
【質問項目】
▼政務活動費の不正使用問題　▼消費税の増税　▼国民健康保険
▼あいの風とやま鉄道の富山駅・東富山駅間の新駅建設・整備

ＳＤＧｓの推進
金谷　幸則（自由民主党）

問 市内の高等学校と連携したＳＤＧｓ
推進の取り組みは。

答 １月に開催した富山市ＳＤＧｓ推進
フォーラムにおいて、高等学校での

取り組みの発表やブース展示をしていただいた。カード
ゲーム「２０３０ＳＤＧｓ」を通した教科横断的授業の
ほか、ＳＤＧｓの目標につながる校外学習や外部講師の
招聘などを各校で行っていると聞いている。今後は、市
内の高等学校においてＳＤＧｓを広く普及させるため、
県教育委員会にも働き掛けながら、ＳＤＧｓ教育を推進
していきたい。　　　　　　　　　　　　（環境部長）

【質問項目】
▼ＳＤＧｓの推進　▼健康まちづくりの推進

バスロケーションシステム
東　篤（社会民主党議員会）

問 ワーキンググループの中での本市の
要望と、実現したことは何か。

答 本市は、整備費や維持管理費が過大
な負担とならないことや、誰もが利

用しやすく、よく使う機能に絞り込んだシステムとなる
よう要望してきた。その結果、県ではシステムの整備や
維持管理については、国の交付金の活用を検討されてお
り、また、利用者がバス停を容易に検索できるよう運行
事業者や路線ごとに選択できる機能や、位置情報を利用
して最寄りのバス停を検索できる機能等が導入されると
聞いている。　　　　　　　　　（活力都市創造部長）

【質問項目】
▼バスロケーションシステム　
▼用途廃止後、解体されずに空き家になっている市所有の建物

防災対策
成田　光雄（自由民主党）

問 自主防災組織は町内会単位での結成
が望ましいと考えるが、地区防災計

画はどのような単位での策定が望ましいか。

答 地区防災計画で定めることとされる
災害時の活動においては、避難所運営など、一定

の組織力が必要となる。また、本市が指定する第１次避
難所は主に小学校であり、この第１次避難所は、開設や
情報収集に当たる市の職員を配置する地区センターの所
管区域と一致している。よって地区防災計画は、おおむ
ね地区センターのある小学校区単位で組織される自治振
興会等の単位で策定されることが望ましい。（建設部長）

【質問項目】
▼歩きたくなるまちづくり　▼富山地方鉄道の高架化
▼空き家対策　▼防災対策

認知症
髙田　真里（自由民主党）

問 事故救済制度など賠償責任保険も含
め、認知症高齢者に対する今後の本

市の取り組みは。

答 認知症高齢者等を地域全体で見守り、
支えるためには、特に「認知症高齢者徘徊ＳＯＳ

緊急ダイヤル」の登録者を増やすことが重要であると考
えている。登録者拡大を図ることを目的として、新たに、
他人にけがを負わせたり、他人の物を壊すなど、法律上
の損害賠償責任を負う場合に備え、市が契約者として個
人賠償責任保険に加入する「認知症高齢者等おでかけあ
んしん損害保険事業」を始めたい。（福祉保健部長）

【質問項目】
▼認知症　▼「薬都とやま」の振興　▼障害を抱える方への支援

カードゲーム「２０３０ ＳＤＧｓ」
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一般質問

介護保険と高齢者福祉
江西　照康（自由民主党）

問 超高齢化に伴い、将来さらに救急出
動は増えると思うが、現在の救急体

制で対応可能と考えているのか。

答 現在の本市の救急体制については、
１隊あたりの平均出動件数や平均現場到着時間か

ら見ても、大きな問題はない。しかし、将来的には現場
到着時間が延びることも予想されるため、人口動態や救
急需要の変化を見極めながら、最適と思われる救急出動
体制について調査研究する。さらに、本市が現在整備中
の共通プラットフォーム(※)を活用することで、救急の効
率的な運用に寄与するものと考える。（市長、消防局長）
【質問項目】
▼介護保険と高齢者福祉　▼富山競輪の運営

教員の多忙化解消
島　隆之（光）

問 中央教育審議会答申で「基本的には
学校以外が担うべき業務」とされた

ものを教員の業務から外すべきでは。

答 答申では、それらの業務を別の人材
に担わせると示されており、業務を見直すにして

も、保護者や地域の方などに新たな負担をかけることに
なり、根本的な解決につながらないと考えている。特定
の業務に限定せず、校務支援システムの導入や学校行事
の見直し等、市教育委員会や学校の努力でできることに、
まずは取り組んでいきたい。　（教育委員会事務局長）
【質問項目】
▼子どもたちのより安心・安全（な居場所）の確保
▼放課後子ども総合プラン運営委員会での現状の問題点と改善策
▼教員の多忙化解消

水橋地区の国営農地整備
押田　大祐（自由民主党）

問 国営事業による農地整備が実施され
た後、水橋地区の農業はどのように

変わっていくのか。

答 担い手に農地が集約され、大型の農
業機械による作業が可能となり、生産コストの削

減が期待されるほか、遠隔操作での水管理システムの導
入により労力の省力化が図られ、スマート農業のモデル
的な取り組みが展開できると考えている。また、暗

あんきょ
渠排

水の整備などにより野菜等の高収益作物が導入でき、収
益性の向上が期待され、農業の複合経営が進み農業経営
の安定化が図られると考えている。　（農林水産部長）

【質問項目】
▼水橋地区の国営農地整備

「立山黒部」世界ブランド化
橋本　雅雄（会派 誠政）

問 立山黒部の世界ブランド化の取り組
みについて市長の見解は。

答 北陸新幹線開業等により、観光客が
増加する中、県では、平成２９年度

に立山黒部世界ブランド化推進会議を設置し、世界水準
の滞在型・体験型の山岳観光地とするため、関係者とと
もに、さまざまな検討をしていると聞いている。この取
り組みについては、本市は推進会議のメンバーではない
が、立山の自然を守ることは大事であり、今後、ロープ
ウエー設置等に向けた課題の解決については、慎重な議
論を求めたい。　　　　　　　　　　　　　　（市長）

【質問項目】
▼「立山黒部」世界ブランド化　▼中心市街地再開発事業
▼がん対策

法定外公共物（水路）の今後の展望
久保　大憲（自由民主党）

問 法定外公共物の水路は、将来的には
その主たる機能を所管する部局で管

理すべきと考えるがどうか。

答 法定外公共物は、地方分権一括法に
より国から譲与を受けた段階では、実態の把握が

できていなかった。現在、管理図をデータ化し、修正を
加えて全体像を把握できるよう事務を進めているが、市
街化区域内の農業用排水をはじめ、法定外公共物をめぐ
る問題は、日本中で起きていることであり、全国市長会
の中でも解決に向けて議論するとともに、内部でも議論
をしていきたい。　　　　　　　　（市長、財務部長）

【質問項目】
▼法定外公共物（水路）の今後の展望　
▼企業誘致　▼Ｂリーグオールスターゲーム

※共通プラットフォーム･･･行政やライフライン事業者等が個別に保有する工事
情報等を共有できるようにした地図情報基盤。

富山市消防局
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減災・防災・復興
佐藤　則寿（公明党）

問 富山大空襲の資料収集の具体的な取
り組みは。

答 恒久の平和と発展を誓うため、毎年
８月１日に、本市と自治振興会や遺

族会などで組織する実行委員会において「富山市民感謝
と誓いのつどい」を開催している。資料収集は、「感謝と
誓いのつどい」のパネルや資料の展示の際にも効果的に
活用できるよう、その関連事業として実施していきたい。
収集の方法などは、実行委員会で決めていくことになる
が、市の広報等による周知のほか、企業等にも協力を得
ながら、市民に広く呼び掛けていきたい。（市民生活部長）

【質問項目】
▼障害者への施策　▼高齢者福祉の充実
▼共生社会の構築　▼減災・防災・復興

防犯カメラの設置
岡部　享（社会民主党議員会）

問 市が設置した防犯カメラのうち、管
理・運用要綱のないものについては

策定すべきと考えるが見解は。

答 上下水道施設のように、一般市民の
出入りが予定されておらず、施設や設備の監視等

が主目的の場合は、管理・運用規程を設ける必要性は低
いが、市民が自由に出入りできる開放型の施設等におい
てはあった方が好ましいと考えている。新年度予算で通
学路に設置する防犯カメラには管理・運用規程を設け、
広く市民に周知することとしており、これに併せて規程
の策定を関係部局に促していきたい。（市民生活部長）
【質問項目】
▼防犯カメラの設置　▼証明書等のコンビニ交付サービスの導入
▼新年度予算における駅北地区の整備　▼奥田団地の現状と今後の対応
▼出産前後のママサポート事業　▼稲荷公園のフリーアートキャンバス事業

障害者雇用と就労支援
赤星　ゆかり（日本共産党）

問 就労継続支援事業所Ｂ型(※)では、工
賃が時給で平均２００円程度と低い。

工賃等向上策に取り組むべきでは。

答 県が昨年策定した「第４期富山県工
賃向上支援計画」に市町村の役割として位置付け

られている「障害者就労施設等からの優先調達」を推進
している。引き続き、物品・役務等の発注の増大を図る
とともに、Ｂ型事業所における一般企業からの受注拡大
を働き掛けるほか、県や関係機関とも連携を図りながら
工賃向上に努め、障害者が地域で自立した生活を送れる
よう支援していきたい。　　　　　　（福祉保健部長）
【質問項目】
▼富山大空襲の資料の収集　▼消防分団器具置場改築事業
▼子育て支援と子どもの貧困対策　▼障害者雇用と就労支援
▼新しい富山市斎場の建設

市営富山駅北駐車場
金井　毅俊（日本維新の会）

問 民間のコインパーキングのように、
利用率を高めるため、料金の上限設

定を導入してはどうか。

答 市営駐車場は、屋根付きで収容台数
も多く、２４時間体制で管理人を配置している。

上限料金を設定すると、提供するサービス内容が異なる
にもかかわらず、料金体系で民間駐車場と競合すること
になり、民業の圧迫にもつながる恐れがあるとともに、
現在、黒字経営の市営駐車場の運営にマイナスの影響を
与える恐れもある。これらのことから、現時点において、
上限料金を設定することは考えていない。（財務部長）

【質問項目】
▼市営富山駅北駐車場　▼富山市の指定文化財
▼大型連休中の生徒指導体制

タイトル
議員名　□□（自由民主党）

問 □□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

答 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

【質問項目】
▼市町村合併　▼シティプロモーション
▼まちの環境美化推進　▼八田橋架替事業

災害時におけるガソリンスタンドの役割と災害協定
大島　満（フォーラム３８）

問 災害時に、市が優先して石油燃料の
供給を受けるための、市独自の災害

協定の締結予定について見解は。

答 災害時には、富山県と富山県石油商
業組合との協定、さらには、富山県と石油連盟と

の覚書により、本市にも安定的に石油燃料が供給される
こととなる。また、この協定書の第２条で「富山県石油
商業組合の給油所が所在する富山県内の市町村が富山県
石油商業組合と個別に協定を締結した場合と同等の効力
を有する」とされている。これらのことから、市独自の
協定を締結する必要はないと考えている。（建設部長）

【質問項目】
▼ふるさと回帰リフォーム等補助事業　
▼災害時におけるガソリンスタンドの役割と災害協定

※就労継続支援事業所Ｂ型…一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供し、　　
　知識および能力の向上のために必要な訓練も行う。（Ａ型：雇用型、Ｂ型：非雇用型）

市営富山駅北駐車場
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一般質問

交際費
上野　蛍（光）

問 交際費からの議長就任祝いの支出は
見直すべきだと考えるが、今後はど

のように運用するのか。

答 議会を代表する役職への就任に対す
る祝意として、儀礼的に支出した。裁判例に照ら

し合わせても、特定の議員や政党を支持するといった行
政の政治的中立性を害する行為には当たらず、社会通念
上儀礼の範囲を逸脱するものではないと考えている。今
後とも市政の適正かつ円滑な運営のため、交際費の適切
な執行に十分留意していきたい。　　（企画管理部長）

【質問項目】
▼保育園の給食費　▼交際費　▼子どもの人権と暴力の防止

アニメの魅力を富山市の活性化につなげる
木下　章広（創政改拓）

問 富山市ガラス美術館で開催された
「ジブリの大博覧会」の成果は。

答 ７６日間の会期中、入場者数は延べ
２２万５千人余りであった。

　展覧会の見所の一つである富山展限定のオリジナルガ
ラス作品「ジブリの幻燈楼」は、ガラス美術館長のほか、
ガラス造形研究所、ガラス工房、地元の個人作家など総
勢３０名を超える富山のガラス関係者が制作したもので、
「ガラスの街とやま」を県内外に広くＰＲする大きな効
果があったものと考えている。　　　（企画管理部長）

【質問項目】
▼アニメの魅力を富山市の活性化につなげる　▼富山市の利益保護
▼富山市の情報公開制度　▼市内の火災対策

常任委員会の見直し
３月定例会にて富山市議会委員会条例等が一部改正され、常任委員会については以下のとおり見直しがなされました。

１　予算決算委員会の設置　　
　予算決算委員会を新しく設置し、予算決算にかかる議案については一括で審査することとなりました。これにより
①「予算案件について各委員会に分割しての審査が不要」　②「予算決算を関連付けた審査が可能」　③「決算の審査
内容について予算編成へ早期反映が可能」—となり、より効果的・効率的な委員会審査・運営が可能となりました。

２　常任委員会の所管の見直し　　
　環境分野については、かつて産業分野と対立の構造でしたが、現在は協調すべきものへと変化してきていることから、
環境部所管の案件の審査について、厚生委員会から商工農林水産委員会へ変更されました。
　これに伴い、「商工農林水産委員会」の名称を「経済環境委員会」へ変更しました。

３　常任委員会の開催方法の変更　　
　定例会中においては、これまでは１日に２つの常任委員会を同時に開催していましたが、これを原則１日に１つの
常任委員会の開催へと変更しました。これにより、すべての委員会の傍聴が可能となります。

討論は、議題（議案、動議、請願・陳情など）
について、質疑が終了した後、その表決に当たり、
賛否の意見の表明として行うものです。
討論をする場合は、賛否を記載した発言通告書を、
あらかじめ議長へ提出し行います。

豆
市議会
　知識まめ

討論の巻

富山展オリジナルガラス作品「ジブリの幻燈楼」　©2018 Studio Ghibli
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傍 聴

議員の寄附行為の禁止

本会議や委員会は、一般に公開されています。
日程については、ホームページ等でご確認ください。

　議員は、選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、
時期や理由を問わず、特定の場合を除いて、法律で禁止
されています。
　また、有権者が議員に寄附を求めることも禁止されて
います。

ケーブルテレビでの本会議の中継放送
ケーブルテレビ富山･････生放送
上婦負ケーブルテレビ･･･生放送・録画放送※

　※県議会との重複日は、録画放送になります。

インターネットでの本会議の生中継および録画中継
インターネットの録画中継は、各本会議終了後、おおむね
４日後（土・日および祝日を除く。）からご覧いただけます。

本会議の会議録は、富山市議会のホームページでご覧いただけます。
平成３１年３月定例会の会議録は、６月上旬に掲載する予定です。なお、会議録の冊子は、市立図書館（本館および
ＣｉＣビル４階とやま駅南図書館）や市役所東館３階の市政情報コーナーで、閲覧することができます。

委 員 会 ・ 諸 会 議 の 議 事 録 等 も 、 富 山 市 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 い た だ け ま す 。

　請願書（議員の紹介あり）・陳情書（議員の紹介なし）
を提出される方は、次の要領でお出しください。
① 請願・陳情の趣旨を具体的に記載してください。
② 提出年月日、提出者の住所および氏名（法人の場合は
名称と代表者名）を記載し、押印の上、議長宛てに
提出してください。

③ 請願書の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要
です。

④ 定例会開会日の午後５時までに提出されたものを、その
定例会で審査・処理しています。

【お問い合わせ】　議会事務局 議事調査課
　　　　　　　　　ＴＥＬ  ４４３－２１５８
　※議員の連絡先は、ホームページでご覧いただけます。

○○○に関する請願書
（陳情書）

紹介議員
（陳情書には不要）

○○○○　印
（署名または記名押印）

〈表紙〉

○○○に関する請願
（陳情）

請願（陳情）者
住所
氏名　　　　　印

（宛先）富山市議会議長

〈本文〉

1：趣旨
2：理由

年　月　日

請願（陳情）の書式例

請願・陳情（市政への要望・意見）

傍聴席

議場

東館８階 本会議中継テレビ

エレベータ本庁舎中央

展望塔エレベータ

第三委員会室 第四委員会室

屋上庭園
大　会　議　室

吹抜け入口

展望ロビー

第四委員会
控室

第三委員会
控室

本会議 　自由に傍聴することができます。（定員８６人）
　傍聴される方は、市役所東館８階の傍聴席入口で
本会議傍聴申込書をご記入の上、お入りください。
　イヤホンをご希望の方には、貸し出しております
（イヤホン使用可７席）。また、車いすでも傍聴で
きます。
　手話通訳を希望される方は、傍聴希望日の５日前
（閉庁日を除きます。）までにお申し込みください。

委員会 　各委員長の許可の上、傍聴することができます。
　　　　（定員１０人）

　傍聴を希望される方は、委員会開会日の午前８時３０分
から委員会開会時刻の１５分前までの間に、議会事務局で
お申し込みください。

御祝 御祝

寸 

志

御
歳
暮

年賀

お祭りや運動会への
寄附、差し入れ

町内会の集会や旅行への
寸志、差し入れ

落成式や開店祝いへの
花輪

年賀状、暑中見舞い、
お中元、お歳暮

葬式、結婚式での
代理出席者からの香典、祝金

葬儀の花輪、病気見舞い、
入学祝、卒業祝

※予算決算委員会・全体会については、本会議と同様の手続きとなります。

富山市議会では、議員個人による弔電、祝電も廃止しております。
ご理解の程、よろしくお願いいたします。

傍聴、議会中継、会議録、請願・陳情など

傍聴席は、ここです！
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厚生委員会

行政視察報告
委員会等では、市政の課題や先進事例の調査を行うために、市内外への行政視察を行っています。
視察後は、今後の質疑や提言等に生かすため、視察の目的や所感等をまとめた報告書を作成しており、
インターネット公開および窓口閲覧も行っています。

富山市まちなか診療所での視察の様子

　在宅医療を推進する富山市まちなか診療所と、本年４月から富山ま
ちなか病院となる富山逓信病院を視察し、本市病院事業の今後の在り
方について調査を行いました。

　富山市で実施している小中一貫的連携教育について、具体的な取り
組みの内容を確認するとともに、義務教育学校への移行の可能性とい
う観点から視察を行いました。（山田小学校・中学校、芝園小学校・中学校）

●各議員の活動の一端が知ることができて参考になる。本会議の
日程の記事があると傍聴しやすい。
●自分が選んだ議員が、どんな質問をし、それに対する市長の
意見がどうなのかが分かり、とても良い。
●初めて、議会だよりを手にした。どのようなことが市に起きて
いるのか、今後どう変わるのかが分かりやすい。
●大変よく編集されている。地元の議員に関心を持っており、
活動もよく分かる。
●学生でも分かりやすかった。興味を持ち、読むことができた。
●歳とともに視力が衰えたので、字が小さいと、つい飛ばして読む。
●自分の考えに近い議員が誰なのか考えるためにも、議員紹介
コーナーや、直接、議員に質問できるコーナーが欲しい。
●一般質問や意見書提出が、その後どう反映されているのか、
知りたい。
●行政視察報告は写真だけでなく、何が参考になったのか、足を
運んでこそ分かったことをわずかでもいいので掲載して欲しい。
●委員会の行政視察も必要かもしれないが、委員会所管の市政の
課題について、関係団体や利害関係者等との情報交換会の記事
があるといい。
●今こそ議員のあるべき姿を記事にして、市民に示して欲しい。
●政務活動費不正問題に対する今後の取り組み、組織体制などの
記事。

※ご意見等については、類似したものをまとめ、要約して掲載しております。

２月７日

山田小学校・中学校での視察の様子

２月１９日

総務文教委員会

議会アンケートの結果
ご協力いただき、ありがとうございました。

市民の皆様に、より親しまれる「とやま市議会だより」にするため、
前号でアンケートを実施し、３７人の方からご回答をいただきました。
その結果の概要について、お知らせします。
※プレゼントは、厳正な抽選のうえ、当選された方へ発送させていただきました。

問１　富山市議会の活動などの情報は
　　　何で入手していますか。（複数回答可）

問２　「とやま市議会だより」で関心のある
　　　記事は何ですか。（複数回答可）

問３　「とやま市議会だより」について、
　　　ご意見・ご要望や読んでみたい記事等
　　　ご自由にお書きください。

◎期間：平成３１年２月５日～２８日
◎件数：３７件（Ｅメール１０件、　ＦＡＸ５件、　郵便２２件）
◎年齢：１０～２０代　１３．５％、　　３０代　１６．３％、　　４０代　１０．８％、　　５０代　１０．８％、
　　　　６０代　　　　１３．５％、　　７０代　２４．３％、　　８０代　　８．１％、　　無回答　　２．７％

市民の皆様からほかにも、たくさんのご意見・ご要望等をいただきました。
これらを参考に、市議会だよりの今後の編集などに生かしていきます。

次号（Ｎｏ.６１）は８月２０日発行の予定です。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

可決した
主な議案

会派別
賛否一覧 一般質問委員会 その他 計

74

100.0%2.7%37.8%12.2%13.5%33.8%割合

回答数 22891025

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市議会
だより

市議会
ホームページ

インターネット
議会中継

ケーブルテレビ
議会中継 新聞 テレビ

報道 その他 計

711131620534

100.0%1.4%18.3%22.5%2.8%0.0%7.0%47.9%割合

回答数

「とやま市議会だより」は環境に配慮し、古紙パルプ配合率70％の紙と植物油インキを使用しています。16 とやま市議会だより・令和元年（２０１９年）５月２０日発行


